
2019年症例 肝細胞癌
1 性別・年齢階級別（セカンドオピニオン等除く）

2 症例区分・来院経路・発見経緯（セカンドオピニオン等除く）
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2019年症例 肝細胞癌 性別 登録割合
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2019年症例 肝細胞癌 性別・年齢階級別 集計登録数

男性

女性

自施設診断 自施設治療開始, 74.0%

他施設診断 自施設治療開始, 16.0%

初回治療終了後, 10.0%

2019年症例 肝細胞癌 症例区分別 登録割合

他施設からの紹介, 56.0%
自施設で他疾患経過観察中, 42.0%

自主的受診, 2.0%

2019年症例 肝細胞癌 来院経路別 登録割合

他疾患経過観察中の偶然発見, 72.0%

自覚症状あり等, 20.0%

不明, 6.0%
がん検診・健診・人間ドック, 2.0%

2019年症例 肝細胞癌 発見経緯別 登録割合



3 原発性肝癌取扱い規約第６版ؙ臨床ステージ
※当院で初回治療を開始した症例のみを集計した資料になります。診断のみの症例、他施設からの継続症例、初回治療終
 了後の緩和医療等に該当する症例は含みません。
※他院で初回治療を開始した後に当院で行った治療や再発時の治療は含みません。
※日本の臨床の実情を考慮して、国際疾病分類（UICC）ではなく、がん取扱い規約分類の臨床ステージで示しています。
※国立がん研究センターがん情報サービスの「院内がん登録全国集計結果閲覧システム」の施設別集計値と異なる可能性
 があります。（初回治療実施期間等の定義の違いによる）

 がんの進行の程度は、「病期（ステージ）」として分類し、ローマ数字で表記することが一般的です。肝癌は、早期から
進行するにつれてⅠ期～Ⅳ期に分類されます。

※肝動注化学療法（TAI）、経皮的エタノール注入法（PEIT）、ラジオ波焼灼方（RFA）は、「その他」もしくは
 「他の組み合わせ」に該当します。

4 発見経緯とステージ
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2019年症例 肝細胞癌 取扱い規約 臨床ステージ別 治療方法別 割合

手術のみ 放射線療法のみ 薬物療法のみ 薬物＋その他 他の組み合わせ 経過観察等
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